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ヒトと動物の関係学会 

第 32 回総会資料 
 

 

 

 

 

 

総会議題 

１号議案 2025 年次事業報告 

２号議案 2025 年次決算報告 

３号議案 監査報告 

４号議案 2026 年次事業計画（案） 

５号議案 2026 年次予算（案） 

６号議案 新評議委員について（案） 

７号議案 役員の選出について 

８号議案 会長推薦理事及び執行体制について 

９号議案 その他 
 

日時：2026 年 3 月 15 日（日）午後 1 時 00 分より 

場所：東京農業大学 世田谷キャパス横井講堂 
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＜１号議案＞ 2025 年次事業報告 

１）2025 年 12 月 31 日現在の会員数 

正会員 478 名(内学生会員 52 名) 名誉会員 0名 

賛助会員 2団体・法人会員 6団体 

 

２）学術大会の開催 

第 31 回学術大会 2025 年 3 月 8日(土)・9日(日) 

大会実行委員長 内山秀彦（東京農業大学） 

場所：東京農業大学 世田谷キャパス横井講堂および ZOOM によるオンライン同時中継 

総参加人数：152 名（会員：129 名 非会員：23 名（対面：130 名 オンライン：22 名）） 

 

① シンポジウム 3 月 8日(土) 

「30 周年記念イベント シンポジウム」 
演者：林 良博（ヒトと動物の関係学会初代会長、国立科学博物館顧問） 
司会 谷田創（ヒトと動物の関係学会会長・広島大学） 

 

② シンポジウム 3 月 9日(日) 

「高齢化社会における飼い主とペットとの関係 —ヒトと動物が幸せな高齢期（老い）を迎えるため

のヒント—」 
コーディネーター：谷田創（広島大学） 

パネリスト： 

谷田 創（広島大学大学院統合生命科学研究科） 

「他者と共に年を重ねること：ベンジャミン・バトン」 

安野 舞子（横浜国立大学） 

「高齢者とペットの幸せな共生の実現：「福祉」をめぐる現状と課題」 

吉本 由美子（特定非営利活動法人ペットライフネット） 

「「わんにゃお信託®」でペットの終生飼養を実現します」 

小池 英梨子（ねこから目線株式会社） 

「高齢者への猫の飼育支援サービスにおける可能性と課題 -京都市との実証実験を振り返って」 

若山 三千彦（元気村グループ 社会福祉法人心の会 特別養護老人ホームさくらの里山科） 

「特別養護老人ホームにおける入居者とペットが一緒に暮らす試み」 

 

③ 学術大会口頭発表 25 題（両日） 

奨励賞 1 名 

小山 莉奈（広島大学大学院統合生命科学研究科） 

「広島県の郊外型住宅団地における地域猫活動の管理実態とその効果に関する調査」 

 

④ 学術大会ポスター発表 16 題 
ベストポスター賞 1 名 

後藤 日奈子（玉川大学大学院脳科学研究科） 

「ペットの飼育と飼い主の向社会性の関連―思春期と成人の比較による検討」 
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３）研究会の開催 

第 134 回例会「ワンヘルス（One Health）」 

開催日：2025 年 7 月 19 日（土） 

開催場所：九州大学・伊都キャンパス・センター３号館 3105教室 

＜講師＞ 藤田 龍介 先生（九州大学農学研究院 資源生物科学部門 准教授） 

コロナ禍の記憶に新しい現在において、人畜共通感染症（人と動物の間で自然に移行する病気）

は、人、動物、そして自然にとって大きな脅威となっています。ここで言う動物とは、多くの人

は普段は接触しない野生動物から、生活を共にしている犬や猫などのコンパニオンアニマルま

で含まれます。福岡県では、「人の健康」「動物の健康」「環境の健全性」を一つの健康と捉え、

一体的に守っていくという「ワンヘルス」という考え方に基づいた活動を推進しています。その

福岡の地で、藤田准教授には、ご専門である、昆虫科学やウイルス学から、一般の方にもわかり

やすく最先端の認識を語っていただきつつ、まさに「ヒトと動物の関係」と言うべき「ワンヘル

スとは何か」の具体的理解の啓発にもつながる講演をしていただきます。となればと考えており

ます。 

 

第 135 回例会 2025 年動物観研究会公開ゼミナール 

開催日：2025 年 12 月 7日（日） 開催場所：東京農工大学農学部 ２号館 11番教室 

森山緑（慶応義塾大学アート・センター） 

「剥製を飾る文化―標本から、鑑賞、記憶の拠り所として」 

花園 誠（帝京科学大学） 

「生成 AIと動物観研究―とくに Chat GPTの限界と可能性について」 

 

特別テーマ「クマ問題の動物観」 

常田邦彦（元自然環境研究センター） 

「クマ管理の歴史と課題」 

桜井 良（立命館大学） 

「ヒューマンディメンジョン研究から考えるクマとの共存のあり方」 

田口洋美（(社)狩猟文化研究所、北海道大学アイヌ・先住民研究センター）  

「対処療法から忌避行動誘発システムとゾーニングの再構築」 

 

2025地域シンポジウム  

『「大阪芸術大学動物ジオラマ館 芸大 Zoo」 見学会とシンポジウム』 

開催日：2026 年 1 月 31 日(土)  

開催場所：大阪芸術大学動物ジオラマ館芸大 Zoo 及び AVホール 

日本展示学会・ヒトと動物の関係学会合同開催 後援：日本造園学会関西支部 

ファシリテーター：若生謙二（大阪芸術大学） 

アフリカや北アメリカの野生動物の剥製をジオラマとして展示する芸大 Zoo は、滋賀県信楽

町の滋賀サファリ博物館で展示されていた剥製が同館の閉館に伴って芸大に寄贈され、学内に

ジオラマとして展示されることになった。剥製の動物は、同館の創設者である近藤幸彦氏が世界

各地で狩猟した動物を剥製にして展示していたものである。 
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芸大では剥製のジオラマ展示デザインを若生謙二教授が行うことになり、通常、ジオラマでは

背景を透視画法で描くのに対して、背景に生息地の写真を用いることにし、2024 年にケニアと

ウガンダに出張して草原と森林の撮影を行った。これらの写真を用いて、アフリカの草原、森林、

草原の岩場の３つのシーンのジオラマと種ごとの展示のエリアを制作し、2025 年 10 月１日に開

館した。 

本シンポジウムでは、剥製を用いて新たな手法でつくられたジオラマ展示の見学会とともに、

世界各地でなされた狩猟、剥製、ジオラマ展示の意味などについて、人間と動物の関係や展示学

などの観点から広範な議論を行う。 

 

４）会議の開催 

常任理事会 2025 年 3 月 8日（於 東京農業大学）、6月 29 日（於 慶応義塾大学）、 

10 月 19 日（於 新横浜 会議室） 

理事会     2025 年 3 月 9日 

評議員会   2025 年 3 月 9日 

編集委員会 随時メール審議 

学術委員会 随時メール審議 

 

５）学会誌の発行 

第 70号発刊  2 月 550部 

第 71号発刊  8 月 550部 

第 72号発刊 12 月 550部 

動物観研究 30号 12 月 650部 
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＜２号議案＞ 2025 年度決算報告  

 

＜３号議案＞ 監査報告 

2025 年 1 月 1日から 12 月 31 日までの 2025 年次における会計および業務の監査を行い、内容につ

いて適正であると認めたのでこれを報告する。 

 2026 年 2 月 9日     

   監事  天野 卓  印  若生 謙二  印 

１．会計報告

Ⅰ、収入の部 （単位：円）

科目 2025年次決算 2025年次予算 備考

  一般・学生会費 2,736,000 3,560,000 のべ一般333名、学生30名

  賛助・法人会費 190,000 250,000 賛助1、法人3

  大会参加費 818,000 800,000 大会参加費（2026年32回大会参加費4名込）

  出版物売上 143,875 20,000 雑誌会員・学会誌売上

　別刷費 0 0
  雑収入 1,306,800 0 日本愛団動物協会助成事業、寄付金、返金等

  預貯金利子 0 0
本年次収入合計 5,194,675 4,630,000

前年次繰越額 1,801,193 1,801,193
収入の部合計 6,995,868 6,431,193 本年次収入合計＋前年次繰越額

Ⅱ、支出の部
科目 2025年次決算 2025年次予算 予算比 備考

　学会誌制作・印刷・封入発送作業費 2,297,097 1,600,000 144% 学会誌69・70・71および動物観研究No.29

小計 2,297,097 1,600,000 144%

　大会費 608,138 500,000 122% パネリスト・アルバイト謝金等

地域シンポジウム・例会費 60,000 150,000 40% 謝金等

IAHAIO年会費 90,281 100,000 - IAHAIO年会費

小計 758,419 750,000 101%

　通　信　費 90,970 90,000 101% HPサーバー利用料

　郵　送　費 63,360 10,000 634% 年会費督促、学会誌等郵送

小計 154,330 100,000 154%

　人　件　費 600,000 600,000 100% 事務局代行費

　旅費交通費 212,480 250,000 85% 理事会交通費

会議費 5,500 - - レンタルスペース使用料

　事  務  費 0 10,000 0% 事務用品、梱包資材

　雑　　　費 5,115 10,000 51% 振込手数料等

小計 823,095 870,000 95%

支出の部合計 4,032,941 3,320,000 121%

次年次繰越額 2,962,927 3,111,193 95%

支出の部合計 6,995,868 6,431,193 109%

* 予算に対する決算額（％）

個人会員年会費納付状況（2025年12月31日現在）　※退会者は含まない

年次 会員数 納付者数 納付率

2023年次分会費 464 320 69.0%

2024年次分会費 475 340 71.6%

2025年次分会費 478 279 58.4%

過去3年間の個人会員年会費納付状況（2025年12月31日現在）

年次 納付口数 納付金額

2023年納付 318        2,002,000

2024年納付 323        2,550,000

2025年納付 325 2,736,000

年次 会員数 納付件数 納付率

2023年次　　賛助会員 3 2 66.7%

　　　　　　　　法人会員 5 2 40.0%

2024年次　　賛助会員 3 2 66.7%

　　　　　　　　法人会員 6 3 50.0%

2025年次　　賛助会員 2 2 100.0%

　　　　　　　　法人会員 6 3 50.0%

76%
102%

2025年12月31日現在

予算比*

77%

100%
109%

２、会費納入状況

賛助・法人会員会費納入状況（2025年12月31日現在）

719%
-
-
-

112%
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＜４号議案＞ 2026 年次事業計画（案） 

１）学術大会の開催 

第 32 回学術大会  

2026 年 3 月 14 日（土）・15 日（日） 

場所：東京農業大学 世田谷キャパス横井講堂  

① シンポジウム 

「いかにして学問をつくりだすか。30号を迎える会誌「動物観研究」の刊行方法」 

進行 若生謙二（大阪芸術大学、動物観研究会運営委員） 

講演 亀山 章（東京農工大学名誉教授、動物観研究会代表・編集長） 

コメント 林 良博（国立科学博物館顧問） 

     石田おさむ（動物観研究会運営委員） 

 

② シンポジウム 

「旅する「ヒトと動物の関係史」—広がる世界の軌跡を追って—」 

コーディネーター：伊東剛史（東京外国語大学） 

パネリスト： 

オリバー・ホッホアーデル（スペイン国立科学研究高等評議会ミラ・イ・フォンタナルス

研究所） 

櫻井文子（専修大学） 

中尾喜代美（愛知大学綜合郷土研究所） 

 

③ 学術大会口頭発表 22 題（学生 14, 一般 8） ポスター発表 17 題（学生 11, 一般 6） 

２）研究会の開催  

地域シンポジウム 例会 2 回 

 

３）会議の開催 

常任理事会 2026 年 3 月 14 日、6月、10 月 

理事会     2026 年 3 月 15 日 

評議員会   2026 年 3 月 15 日 

編集委員会 数回 

学術委員会 数回 

 

４）学会誌の発行 

第 73号発刊    2 月  550部 

第 74号発刊       7 月  550部 

第 75号発刊      12 月  550部 

動物観研究 31号  12 月  650部 
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＜５号議案＞ 2026 年次予算（案） 

 

  

2025年12月31日現在
Ⅰ、収入の部 (単位：円)

科目 2026年次予算 2025年次決算 決算比* 備考

  一般・学生会費 3,596,000 2,736,000 131% 一般会員430名、学生会員52名 

  賛助・法人会費 250,000 190,000 132% 賛助2、法人6

  大会参加費 800,000 818,000 98% 大会参加費

  出版物売上 20,000 143,875 14% 学会誌販売

　別刷費 0 0 -

  雑収入 0 1,306,800 -

  預貯金利子 0 0 -

当期収入合計 4,666,000 5,194,675 90%

前期繰越額 2,962,927 1,801,193 164% 年度末資産残高から

収入の部合計 7,628,927 6,995,868 109% (当期収入合計+前期繰越額)

Ⅱ、支出の部

科目 2026年次予算 2025年次決算 決算比 　備考

　学会誌制作・印刷・封入発送作業費 2,300,000 2,297,097 100% 学会誌70・71・72号及び動物観研究Vol.30

小計 2,300,000 2,297,097 100%

　大会費 610,000 608,138 100% 講演料・会場費・アルバイト代・備品等

地域シンポジウム・月例会費 150,000 60,000 250% 講演料・会場費・交通費

IAHAIO年会費 100,000 90,281 111% IAHAIO年会費

小計 860,000 758,419 113%

　通　信　費 91,000 90,970 100% HP管理費、サーバー利用料

　郵　送　費 70,000 63,360 - 請求書等郵送（宅急便も含む）

小計 161,000 154,330 104%

　人　件　費 600,000 600,000 100% 事務局委託費等

　旅費交通費 250,000 212,480 118% 理事会交通費等

会議費 10,000 5,500 - レンタルスペース使用料等

　事  務  費 10,000 0 - 事務用品、コピー代等

　雑　　　費 10,000 5,115 196% 振込手数料等

小計 880,000 823,095 107%

当期支出合計 4,201,000 4,032,941 104%

次期繰越額 3,427,927 2,962,927 116%

支出の部合計 7,628,927 6,995,868 109%

* 決算に対する予算額（％）
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＜６号議案＞ 新評議委員について（案） 

 

新評議員について 

 

評議員 22 名  

 

安藤孝敏 （ヤマザキ動物看護大学） 

伊勢田哲治（京都大学） 

石田 戢 （(財)動物観研究所） 

岩村恵子 （(有)ズーサポートネット） 

加隈良枝 （帝京科学大学） 

喜多村晴幸（大阪府立農芸高校） 

木村雄一（東京農業大学） 

佐渡友陽一（帝京科学大学） 

竹花正剛 （一般社団法人 R.E.A.D.D.） 

鶴見みや古（(財)山階鳥類研究所） 

中林 雅 （広島大学） 

永澤 巧  （帝京科学大学） 

新島典子 （ヤマザキ動物看護大学） 

橋本 昭（広島アニマルケア専門学校） 

波多野幾也（NPO 法人日本放鷹協会） 

濱野佐代子（日本獣医生命科学大学） 

福岡今日一（（株）イードッグ研究所） 

宮村美帆 （フリーエディター） 

間所花奈子（NPO 法人 NEKO PAWER） 

森 由民 （動物園ライター） 

森山 緑（慶應義塾大学アート・センター） 

横山章光 （あいわクリニック） 
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＜７号議案＞ 役員の選出について 

 

役員の選出について 

 

ヒトと動物の関係学会立候補者 

 

 ヒトと動物の関係学会会則施行第 4 条の規定により、令和 8 年 2 月 6 日に委嘱を受けた選挙管理

委員の森由民、宮村美穂をもって令和 8 年 2 月 9 日付けで会則第 10条の規定による役員の立候補を

募りました。令和 8 年 2 月 20 日当日消印有効の締切後、2月 21 日時点で以下の立候補があり、それ

ぞれ定数であったことを確認し、ご報告いたします。 

 

会長立候補者 谷田 創（広島大学） 

   以上 1 名 

 

理事立候補者 伊東剛史 （東京外国語大学） 

加藤謙介 （九州医療科学大学） 

東海林克彦（東洋大学） 

妹尾 あいら（広島⼤学） 

村尾信義 （倉敷芸術科学大学） 

光田達矢 （慶應義塾大学） 

安田章人 （九州大学） 

山越 言 （京都大学） 

山﨑 薫 （学校法人ヤマザキ学園・ヤマザキ動物看護大学） 

山本真理子（帝京科学大学） 
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＜８号議案＞ 会長推薦理事及び執行体制について 

 

会長推薦理事及び執行体制について 

 

令和 8 年 3 月 15 日 

1. 会長推薦理事 

ヒトと動物の関係学会会則施行規則第 10 条の規定により、新会長の推薦によって推薦された理

事 9 名は以下の通りといたします。 

 

会長推薦理事 池谷和信（国立民族学博物館） 

西村亮平（東京大学） 

恒川直樹（日本大学） 

花園 誠（帝京科学大学） 

甲田菜穂子（東京農工大学） 

加藤恵理（亜細亜大学） 

宮崎珠子（岩手大学） 

内山秀彦（東京農業大学） 

木場有紀（帝京科学大学） 

 

2.執行体制について（案） 

会長、副会長、事務局長、常任理事、監事は以下の通りといたします。 

 

会長  谷田 創 （広島大学） 

副会長  東海林克彦（東洋大学） 

山越 言 （京都大学） 

常任理事 

事務局長 安田章人 （九州大学） 

編集担当 山本真理子（帝京科学大学） 

国際担当 光田達矢 （慶應義塾大学） 

学術担当 妹尾あいら（広島大学） 

国際・学術 伊東剛史 （東京外国語大学） 

 

監事  天野 卓 （東京農業大学） 

   若生謙二 （大阪芸術大学） 

 

 

＜9 号議案＞ その他 

 


